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1 SEEC参加によって得られた成果の授業への活用実績 
 

１ 「宇宙」という素材について 

SEECに参加して得られた最大の成果は、「宇宙」という素材が理科だけでなく、様々な教科・

分野への活用できる可能性を実感できたことである。自信の発表テーマが「雅楽」であったこと、

各セッションではSTEM・STEAMといった分野の垣根を超えた内容や、図工・算数などへの応用など

教科横断的な内容が見られたこと等から、各分野において学習効果を高めるのに有効な素材であ

ることを感じた。 

そこで「宇宙の素材」を以下のように捉え、学校教育の様々な場での活用を試みている。 

①活用のための宇宙 

（工学や探査、衛星、有人活動、商業利用や安全保障、将来的な活用のための開発など） 

②学術対象としての宇宙 

（天文学や物理学、宇宙科学や宇宙工学など） 

③文化としての宇宙 

（世界観や哲学、暦、空想・想像の場など） 

 

２ 学習指導要領との関連について 

  SEECの様々なセッションには「チームワーク」「コミュニケーション」などの21世紀型スキル

に関連したキーワードが多くみられた。これらは例えば、宇宙開発や有人活動を進める上で大切

になってくることであり、令和２年度から実施される学習指導要領で明確にされた「資質・能力」

の三つの柱とも大きく関わる。そこで「宇宙」を素材とした場合の「資質・能力」の視点を以下

のように整理し、学校教育における学習のねらいと関連づけたいと考えている。 

 

ア 何を知っているか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得） 

    ・宇宙科学・宇宙工学について知る（→自然科学のほぼ全てに関連） 

 

イ 理解していること・できることをどう使うか 

（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成） 

    ・身の回りの現象と宇宙を結びつけて考える 

    ・宇宙の視点から「あたりまえ」を見つめ直す 

    ・未知の課題・予測不能な課題について考える 

 

ウ どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか 

（学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養） 

・地球人として、どう生きるか 

（環境・コミュニケーション・チームワーク・宇宙開発に挑む姿など） 

 

３ 授業への活用について 

（１）雅楽は小宇宙 

①実施日・場所（対象）・人数・教科等 
・2019年  3月 7日 新潟県立直江津中等教育学校 第２学年 約120名  英語 ◆新聞記事あり 

  ・2019年  8月30日  福島県公立小学校 第６学年       約60名   キャリア教育 
 ・2019年 11月19日  上越教育大学 学部1年生        10名    教育課程実践論 
 ・2019年 12月 6日 上越教育大学理科コース        10名    理科教育デザイン論 
 ・2020年  1月   新潟県柏崎市立比角小学校第６学年   約90名   音楽 
  
②実施内容 

 ・SEECで自身が発表した「雅楽は小宇宙」（ストロー笛づくり含む）を、そのまま実施。 
（要望に応じて、SEECの紹介も加えた） 



③所感 
雅楽の歴史、宇宙とのつながりや音色の意味・鳴る仕組みなど、 

子どもたちが様々な視点から興味をもって取り組めた様子があ

る。ストロー笛づくりはいつでも盛り上がり、参加者が笑顔にな

る。SEECに向けて時間をかけて何度も練り直した内容なので、こ

の様子を見るたびに、自分の自信にもつながる思いがする。 
 教科としては理科をはじめ、音楽・英語として取り入れていた

  だいたり、キャリア教育として扱っていただいたりと、多岐にわ

  たる分野で活用することができた。 
 
（２）風船トランポリン 

 ①実施日・場所（対象）・人数・教科等 
 ・2019年7月5日 新潟県妙高市保育園 約50名 七夕行事 
 
 ②実施内容 
 ・一緒にSEEC2019に参加した廣本先生の実践。 
・風船約20個を布団圧縮袋に入れ、掃除機で空気を抜いたものに乗っても割れないことを、風船

を紙コップに見立てた実験（コップ1個に乗るとつぶれるが、数個並べた上に板を乗せたものに

乗るとつぶれない）と共に説明。 
・子どもたちには、できあがったトランポリンの上に乗って楽しんで

もらった。 
 
 ③所感 
  事前に廣本先生から、実際に保育園でやる時の様子やコツなどを 

 教わったので、安心して実践できた。当日は、SEECに興味を持ってく

 ださった保護者を中心にボランティアの方が4人いて、風船を膨らませ 
たり安全管理をしたりと、協力していただくことができた。 
廣本先生のヒューストンでの盛況な様子を思い出させるように、園

 児たちがとても喜んでいて、楽しい時間を過ごすことができた。 
 
（３）タッチダウン・チャレンジ 

 ①実施日・場所（対象）・人数・教科等 
・2019年10月1日 柏崎市立比角小学校4年〜5年 約40名 クラブ活動 

 
 ②実施内容 
・SEECのセッションで紹介されていたアクティビティ。 
・紙コップ・紙皿・画用紙・ストローなど1人分の限られた材料を使って「月面着陸船」を作る。 
・本体となる紙コップの中に、宇宙飛行士に見立てたピンポン球を2個入れ、上から床に落として

無事に着陸できるものを作る。 
 
③所感 
簡単な工作なので、困難なく全員が取り組めた。当初、グループ対抗 

で高さを競わせようと考えていたが、個人の記録を更新することに夢

 中になり、一人一人が熱中して何度も工夫を重ねている様子が見られ

 た。45分の時間設定では足りないほどだった。 
SEEC参加者で、SNS上に同じ実践を紹介されている方がいたので、

 児童が作った着陸船の写真を紹介し、活動の様子について互いに情報

 を交換した。 
 



2 SEEC参加によって得られた成果の学会（教員研修会含む）等への発表実績 
 

（１）学級スタートセミナー（株式会社ひとまち） 

 ①実施日・場所・人数等  ・         

  2019年3月30日 東京 約60名 

 ②実施内容 

 ・SEECで発表した「雅楽は小宇宙」の紹介と、ストロー笛づくり。 

 ・ヒューストンの学校訪問の様子についての紹介。 

 ③所感 

私の発表内容をファシリテーターがホワイトボードに書いて可視化してくださったあと、「こ

の人をゲストティチャーとして学級に招くと仮定し、子どもたちにこの人を紹介するためのイ

ントロダクションを考える」という活動を参加者全員で実施していただいた。 

「好きなことをしていると道が開ける」「やってみたいと思ったら飛び込んでみよう！」「勉

強以外で頑張れることを大切にしてほしい」「努力は夢中に勝てない」「大人でもチャレンジで

きる！好きなものを見つけてほしい」などなど、子ども向けの言葉でありながらも、私自身が

エンパワーされるようなメッセージをたくさんいただくことができた。 

  参加者のほとんどが教員だったため、ヒューストンの学校の様子についても紹介した。写真を

紹介するたびに反応があり、日本と異なる点について関心をもっていただけた印象である。 

 

（２）天文教育普及研究会 

 ①実施日・場所・人数等 

 ・2019年8月20日 長野県志賀高原 約80名 

 ②実施内容 

 ・テーマ 

「宇宙を教育に利用するためのワークショップ（SEEC）参加報告」 

 ・SEEC参加の様子、SEECセッションの様子を紹介。 

・SEEC募集のチラシを配布。 

 ③所感 

この研究会は天文教育に熱心に向き合う若手の参加が多いという印象。何人かの教員がSEECに

興味を持ち、発表後に声をかけに来てくださった。既にSEECをご存知の方もいた。 

「雅楽は小宇宙」の内容そのものに関心を寄せてくださる方もいて、後日、米国の研究者によ

る「カオスの視点で雅楽を解析した考察」を紹介していただく等の交流もできた。発表とは別

に「ストロー笛制作セット」を60セットほど作って会場に置き、全て配布できた。 

 

（３）日本理科教育学会 

①実施日・場所・人数等 

・2019年9月23日 静岡大学教育学部 約15名 

②実施内容 

・テーマ「宇宙をキーワードとしたSTEAM教育の試み 〜雅楽は小宇宙〜」 

・「ワークショップの部」に参加。 

・「雅楽と宇宙」の内容をSTEAM教育とし、「ものづくり」の観

点からストロー笛づくりを紹介。 

③所感 

 ワークショップはメイン会場とは別棟だったため、参加者を 

あまり多くは得られなかったのだが、そんな中「宇宙」という 

キーワードに惹かれてわざわざ足を運んでくださった方もい 

た。入り口付近にSEEC募集のチラシと「ストロー笛制作セット」 

を置いて自由に持って行っていただくなど、間接的にワークシ 

ョップの内容を伝えることもできた。 



（４）教職員理科発表会（上越科学技術教育研究会） 

 ①実施日・場所・人数 

 ・2019年11月13日 新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアム 約30人 

 ②実施内容 

 ・テーマ「『資質・能力』の三つの柱を育む理科教材の工夫 

        〜宇宙教育を取り入れた授業実践 「宇宙箱舟ワークショップ」を例に〜」 

 ・SEECの様子について紹介。（SEEC募集チラシの配布） 

 ・宇宙教育を通して育む「資質・能力」について 

 ・小学6年生理科「生物のくらしと環境」 

食物連鎖の内容と「宇宙箱舟ワークショップ」（京都大学宇宙総合学研究ユニッ

https://www.usss.kyoto-u.ac.jp/hakobune/）を関連させた実践紹介 

 ③所感 

宇宙という場からシミュレーション的に食物連鎖を考える活動を通して、育成すべき「資

質・能力」を私自身が意識することができた。それらを整理し、宇宙の素材を理科の学習に

取り入れた実践の様子と、学習効果を高める可能性についての提案を行った。 

 

（５）臨床教科教育学会 

①実施日・場所・人数 

・2019年1月5日 信州大学教育学部 

②実施内容 

 ・テーマ「『資質・能力』の三つの柱を育成する宇宙教育の提案 

        −理科・音楽の教科横断的な実践『雅楽は小宇宙』を例に−」 

・SEECの様子について紹介 

・宇宙教育を通して育む「資質・能力」について 

・SEECで発表した「雅楽と宇宙」の実践紹介 

③所感 

音楽の実践ということで発表したが、理科教員からは、令和2年度から小学3年生理科に新し

く加わる単元「音」への活用の可能性について意見をいただくことができ、参考になった。 

 

（６）その他、SEEC報告会など 

 ①実施日・場所（対象）・人数等 

  ・2019年2月16日 仮設実験授業サークル   長岡市公民館  5人 

  ・2019年2月17日 雅遊会（雅楽の演奏団体） 新潟県上越市 15人 

  ・2019年3月25日 新潟県柏崎市比角小学校  校内研修   35人 

  ・2019年8月30日 福島県公立小学校      校内研修  約20人 

 ②実施内容 

  SEECの様子・ヒューストンでの経験などを、写真を交えて紹介。特に勤務校で報告した際は、

SEEC参加に興味をもつ同僚がいたので、教科に関係なくSEECに参加できることを強調し紹介し

てみた。 

 

＊この他、2020年3月22日に、STEM教育学会の一般発表に参加する予定だったが、新型コロナウ 

  イルス感染拡大防止の措置で中止。 

発表予定テーマ 

『「資質・能力」を育む宇宙教育についての考察 

        −宇宙を教育に活用するためのワークショップ（SEEC）への参加から』  

 

 

 

 



3 SEEC参加によって得られた成果の教育関係書籍への投稿・掲載実績 
 

（１）アストロアーツ 『月刊 星ナビ 2019年7月号』 (2019.6)  pp.58-59 

  ・教育関係書籍ではないが、興味のある方が読者に多いと考え投稿。SEECの様子、ヒュースト 

ンの小学校の様子などを紹介。 

    

（２）仮設社 『たのしい授業 2019年7月号 No.493』 (2019.7)  pp.38-44 

               「３つの音色で宇宙を感じよう NASAで雅楽の紹介をしました」 

  ・SEECを知るきっかけになったのが本誌である。私の経験を紹介することで、また次につなが 

って欲しいという願いを込めて投稿。SEECの様子とストロー笛の作り方について紹介して 

いただいた。 

ストロー笛を作ったことに対して読者から多くのフィードバックをいただいたり、実際に 

作った方と研修会等で偶然出会ったりするなど、掲載していただいたことを通して様々な交 

流が生まれた。 

 

（３）学事出版 『授業づくりネットワーク N0.35』(2020.3)  p.92 

                              〜宇宙の視点から「人と環境」を考える〜 

 ・本誌は、令和２年度から実施される小学校学習指導要領に伴って、新しく加わる単元において 

「学習者中心の授業づくり」というテーマで編まれたものである。高学年理科の授業について

の執筆を担当した。小学6年生の新単元「人と環境」を宇宙の視点から考える学習活動につい

て、「資質・能力」の育成を意識しつつ、学習者中心の授業を提案した。 

 

（４）上越科学技術教育研究会 研究論文集「科学上越」 第35号（2019年） 

・テーマ 「『資質・能力』の三つの柱を育む理科教材の工夫 

     ｀〜宇宙教育を取り入れた授業実践 「宇宙箱舟ワークショップ」を例に〜」 

 

（５）天文教育普及研究会 「第33回 天文教育研究会（2019年年会）集録」 

 ・テーマ 「宇宙を教育に利用するためのワークショップ（SEEC）参加報告」 

 

4 SEECに参加した他の教育関係者との交流実績 
（１）SNSを通した交流 

・ストロー笛作りを実践していただいた方から、実践の様子の動画等をフィードバックしてい 

 ただいた。 

・宇宙教育・教材についての双方向での情報交換を、現在も行っている。 

・本稿１−３−(3)で述べた「タッチダウン・チャレンジ」について、同様の実践を行った方と、 

写真などで情報交換を行った。 

  ・日常的な話題についても交流が続き、海外に多くの友人を得たような思いである。 

 

（２）音楽教育についての交流 

・SEEC2019のJAXAセッションに参加してくださった音楽教師の方が雅楽に興味をもってくださ 

ったので、個人的に情報交換を行った。帰国後も連絡をとり、この方が書いたSTEAM教育につ 

いての文献を紹介していただいた。また、この方が作曲した曲（宇宙をテーマにした、小学生 

でも演奏できそうなもの）の楽譜をいただいたりした。この曲を演奏できる機会があったら、 

その様子を動画などでフィードバックしたいと考えている。 

 

（３）アクティビティについての情報収集 

・参加できなかったセッションについて、実践者に直接問い合わせて、必要なデータを送って

いただいた。また実践した様子を写真でフィードバックした。 

 



（４）SEEC派遣教員との交流 

 ・一緒に派遣された廣本先生とは、SEEC前もSEEC後も、頻繁に連絡を取り合っている。廣本先生

の実践「風船トランポリン」を実施する際は、具体的なコツなどを詳しく教えていただいた。

SEEC2020の調整会では、私の体験だけでなく廣本先生の体験談も一緒に紹介させていただいた。  

 ・2020年派遣の藤田先生とも、藤田先生の実践について教えていただいたり、理科教育について

教えていただいたりと、有意義な情報交換ができている。 

 

5 その他SEEC参加によって得られた成果の教育現場への活用実績 
（①実施日・対象（場所）・人数等  ②実施内容  ③その他） 

（１）地元天文台（上越清里 星のふるさと館）での普及活動 

 ①2019年5月4日 ミニ講演会 約60名 

 ②プラネタリウム室で、SEECの様子について紹介。ストロー笛づくり。 

 ③同日、JAXAのコズミックカレッジが同会場で行われ、多数の参加者が来場していた。 

 

（２）国立妙高青少年自然の家での活動 

 ①・2019年3月12日 愛知県公立中学校2年 約35名 

  ・2019年7月30日 新潟県公立小学校6年生 約60名 

 ②星空観望会の雨天・曇天時の室内活動で、写真を交えてSEECの様子・NASA施設等を紹介。 

 ③星空が見えず残念な雰囲気になりがちな室内活動で、NASA施設の写真紹介はとても喜んでも 

らえた。 

 

（３）宇宙少年団 

 ①2019年5月19日 みたかサイエンスキッズ（東京都三鷹市） 約30名 

 ②・SEECの様子、NASA施設の様子についての紹介・「雅楽は小宇宙」のワークショップ 

 ③当日の様子や感想等は、みたかサイエンスキッズのHPで紹介されている。 

 https://www.yac-j.or.jp/community/?m=pc&a=page_o_event_report&target_c_commu_topic_id=6802 

 

（４）青少年のための科学の祭典  ◆新聞記事有り 

 ①2019年6月22日 新潟工科大学 約80名 

 ②・NASA施設の写真での紹介  ・「雅楽は宇宙」のワークショップ 

 

（５）その他（「雅楽は小宇宙」ワークショップ、SEEC・NASAの様子についての紹介等） 

 ・2019年8月16日 地元のお寺の子ども会 約20名  

 ・019年11月9日 高校同窓会にて講演会 約30名 ◆新聞記事有り 

 ・2019年12月21日 上越教育大学地学コースにて講演会 約20名 
  

6 全体を通した感想・今後の展望など 
SEEC後は、県内外いろいろなところから声をかけていただき、さまざまな場で「雅楽は小宇宙」

のワークショップを実施することができました。また学校教育においては、宇宙を素材とした課題

を設定することで子どもたちの興味関心を喚起し、宇宙の視点から思考が広がるなど、学習効果が

高まる実感を得ました。私自身も、SEEC参加で興味関心が高まり思考が広がったと思うので、大人

も子どもも同じなのだと思います。以前よりも更に、仕事が楽しくなりました。 

一緒に派遣された廣本先生、JAXAのスタッフの方々、世界中の教育者のみなさんとのつながり

ができたことも、大きな収穫でした。これらのつながりを大切にしながら、まだまだこれから

も、各分野にわたる学習課題や活動について考えてみたいです。SEEC2020派遣の藤田先生とも交

流することができたので、これを機に他の派遣された皆さんとの情報交換の場がもてるといい

な、とも思いました。 

貴重な経験の場をいただけたことに、改めて感謝申し上げます。宇宙教育をいろいろに進めなが

ら、いつかSEECには、自力でまた行こうと思います！ 



先勝
旧12月14日

6℃
2℃

雪か雨40%雪か雨60% 雪か雨30%
　西の風、海上では西の風やや強く、曇
り昼前まで時々雪。波高は３㍍のち１㍍
うねりを伴う。
20日
（日）

気
象
暦

◆きのうの気温（高田）
最高／3.1℃　最低／0.4℃

東京の
天気

7℃
3℃
3℃
0℃
4℃
-1℃
9℃
2℃
7℃
1℃
最高
最低

21日
（月）

22日
（火）

23日
（水）

24日
（木）

25日
（金）

日本気象協会18日午後5時発表

◆日出／
◆日入／
◆月出／
◆月入／
◆月齢／

6時
16時
14時
4時
13.1

58分
57分
54分
38分

◆満潮／

◆干潮／

15時
23時
7時
18時

06分
58分
25分
26分

週
間
天
気 一時時々 一時 一時 一時

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
の
公
式
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ス

ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
・

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
が
教
育
関

係
者
に
向
け
て
開
く
も

の
。
宇
宙
に
つ
い
て
の
事

柄
を
教
育
に
活
用
す
る
た

め
、
欧
米
や
中
国
な
ど
か

ら
５
０
０
人
以
上
が
参
加

し
、
指
導
方
法
や
教
材
な

ど
に
つ
い
て
の
発
表
や
情

報
交
換
を
行
う
。
日
本
か

ら
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
ジ
ャ
ク

サ
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
）
が
教
員
２
人
を
派

遣
し
て
い
る
。

小
島
さ
ん
は
上
越
天
文

教
育
研
究
会
に
所
属
し
、

星
の
ふ
る
さ
と
館
や
国
立

妙
高
青
少
年
自
然
の
家
で

星
空
の
魅
力
を
伝
え
て
い

る
。
悪
天
候
で
星
空
が
見

え
な
い
時
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
素
材
を
見
つ
け
よ
う

と
応
募
し
て
２
年
目
の
本

年
度
は
、
科
目
を
理
科
か

ら
音
楽
に
変
え
て
選
考
を

通
過
し
た
。

上
越
交
響
楽
団
で
打
楽

器
を
演
奏
。
同
楽
団
の
古

海
法
雲
団
長
か
ら
手
伝
い

を
頼
ま
れ
、
約
�
年
前
か

ら
雅
楽
の
打
楽
器
を
手
掛

け
る
。

小
島
さ
ん
は
雅
楽
の
音

色
に
宇
宙
を
感
じ
、
調
べ

た
と
こ
ろ
、
管
楽
器
の
笙

（
し
ょ
う
）
、
篳
篥
（
ひ

ち
り
き
）
、
龍
笛
（
り
ゅ

う
て
き
）
の
調
和
は
宇
宙

を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
そ
の
内
容
を

授
業
に
す
る
と
い
う
構
想

を
長
く
温
め
て
お
り
、
今

回
の
応
募
に
活
用
し
た
。

�
日
、
高
陽
荘
（
上
越

市
西
城
町
３
）
で
開
か
れ

た
同
研
究
会
の
研
修
会
で

発
表
の
内
容
を
公
開
し

た
。
「
雅
楽
は
指
揮
者
が

お
ら
ず
、
お
互
い
の
音
を

よ
く
聞
き
助
け
合
い
、
つ

く
っ
て
い
く
」
と
説
明

し
、
ス
ト
ロ
ー
を
使
い
雅

楽
の
楽
器
の
鳴
る
仕
組
み

が
理
解
で
き
る
工
作
を
実

演
し
た
。
前
日
は
勤
務
す

る
比
角
小
で
授
業
と
し
て

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
。

世
界
各
地
の
教
育
関
係

者
の
発
表
を
聞
く
機
会
で

も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に

よ
っ
て
現
地
の
小
学
校
で

授
業
を
行
う
機
会
が
設
け

ら
れ
る
。
小
島
さ
ん
は

「
自
分
の
発
表
だ
け
で
な

く
、
最
先
端
の
教
育
理
論

を
持
ち
帰
り
、
広
く
教
育

現
場
で
活
用
し
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。

上越市在住で柏崎市立比角小教諭の小島章子さん
（�）は２月７日から９日まで、アメリカ・テキサ
ス州ヒューストンで開かれる「宇宙を教育に利用す
るためのワークショップ」に参加する。雅楽の管楽
器の音色を小宇宙に見立て、楽器の鳴る仕組みを理
解する授業を行う。

◇地元のニュース満載で読みたいときに読める「タイムス電子版」。入会など詳しくは上越タイムス社ＨＰをご覧ください。

宇宇宙宙
２
月
に
米
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
授
業

ス
ト
ロ
ー
楽
器
に
見
立
て

比角小教諭 小島章子さん（上越市在住）

雅楽の音色は

笙
な
ど
雅
楽
の
楽
器
を
実
際
に
使
っ
て
発
表
す
る
小
島
さ
ん

ストローを使って雅楽の管楽器の仕組みを作った（高陽荘で）

２０１９年（平成３１年） 1月19日（土曜日） （日刊）新聞定価１カ月２，１６０円（本体２，０００円＋消費税１６０円）、１部１１０円（消費税込み）第１２６９１号（１）
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技
会誌術
干主式 と

副館量的議：� 1¥
HェZ
γ 思 l E也

iJI 務Z
l�� 議会

（日干IJ・夕刊）

求
ヒJ

a
m間
以

ス一
氏
PJ

U
4
で
蓋
嬰一

小
島
さ
ん
（制角劇）
が
N

一
S

A
へ

米
航
空
宇
宙
崩
（
N
A
S
A）
の
ス
ペ
ー

ス
セ
ン
タ
ー・

ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
が
主

催
し 、
2

月
7
1
9
日
に
米
国
テ
キ
サ
ス
州
で
開
催
さ
れ
る
「
第
お
回
宇
宙
を

教
育
に
利
用
す
る
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ」
に 、
出
角
小
（
杉
山
敏
校
長）
の

教
諭・
小
島
章
子
さ
ん（
日）
が
参
加
す
る 。

宇宙
航
空
研
究
開
発

機構（
J
A
X

A）
の

派溜
プ
ロ
グ
ラ
ム
で 、
い
わ
ば
日
本
代
表
だ 。
小
島
さ
ん
は「
鳴
る

仕組

み
i

雅楽
は

小宇
宙
1」

を
テ
l

マ
に 、
雅
楽
の
音
色
が
鳴
る
仕
組
み
を
小

宇宙

に
連
想
ぢ
せ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン
を
行
う 。

報柏

委
員
長
に
相
沢
氏

柏崎一地
域
農
業
探

興協議
会

市
金・
総
務
常
任
委

園
芸
拡
大
へ

農
業
者
大
会

きi11i 望

号！：�！，4詰 111
ア
ル
フ
ォ
ー

レ
で

2
月
4
日

市
が
2
月
か
ら 天

文
教
室
を
開
く
な
ど
農
空
の
一
る

貴重
な

機会 。
た
く
さ
ん
の

魅
力
も
発
信
し
て
い
る 。
「
最一
こ
と
を
吸
収
し
た
い」
と
し

先
端
の
教
背
を
現
場
に
持
ち
帰一
「
行
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く 、

帰
っ
て
き
て
か
ら
も
体
験
し
た

こ
と
を
還
元
し
た
い」
と
意
欲

を
見
せ
て
い
る 。

市
内
善
根

僧
侶
ら
7
人

市
内
善
根
の
不
動
滝
で
お

臼 、
滝
に
打
た
れ
る

荒行
「
初

不動
滝
行」
が
行
わ
れ
た 。
冷

た
い

雨か
降
り 、
厳
し
い
寒
さ

の
中
で 、
久

木太
の
長
福
寺・

田
中
啓
真
住
職（
臼）
ら
僧
信
3

学
者
の
優
先
枠
そ
設
け
る 。

こ
の
制
度
は 、
成

繊僅
秀
な

学
生
で
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て

就
学
困
難
な
人
に
対
し 、
学
資

の
貸
し
付
け
を
行
う
こ
と
に
よ

り 、

教育
の

機会
均
等
を
図
る

こ

とが
狙
い 。

市議
会
や
市
民

の
要
望
に
応
え 、
市
が
独
自
の

制
度
と
し
て
創
設
し
た 。

対
象
は
今
年
4
月
に
大
学 、

短
期
大
学 、
専
門
学
校
（

還倍

制
な
ど
を
除
く
2
年
制
以
上

の
学
校）
に
入
学
予
定
の
人

で 、
定
員
は
お
人 。
園
内
の
学

校
で
市
外・
県
外
は
問
わ
な

い 。
市
奨
学
金
制
度
を
利
用

し 、
経
済
的
な
負
担
の
少
な
い

地
元
大
学
で
学
ん
で
ほ
し
い
と

し
て 、
5

人
を
地
元
優
先
枠
と

し
た。

人
と一
般
参
加
の
男
女
4
人
が

挑
ん
だ 。

不
動
滝
は
八
石
山
に
か
か

る
多
く
の
滝
の
中
で 、
古
来
か

ら
不
動
明
王
の
滝
と
し
て
最

も
信
仰
さ
れ
て
い
る 。
毎
月

お
日
は
「
不
動
明
王
の
緯
臼」

と
さ
れ 、
ー

年
で
最
初
の
縁
日

は
「
初
不
動」
と
呼
ば
れ
て
い

る 。こ
の
臼
は
臣民
福
寺
で
法
要
を

行
っ
た
後 、
飛
岡
集
潜
入
り
口

i 説会

gahli の善三＇＇ 1こ口

！子三
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初
め
て
挑
戦
し
た
昨
年
度
は

科
白
を
理
科
で
挑
ん
だ
が
潜
選

し
た 。
幅
広
い
科
目
で
応
募
で

き
る
と
知
っ
た
本
年
度
は 、
長

年
頭
に
あ
っ
た
雅
楽
の

構想
を

活
用
し 、
見
事
に
選
考
を
通
過 。

昨
年
9
月
にム
羅
の
通
知
を
受

け
た 。
今
回
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
ほ
か 、

施
設
見
学
や
現
地
の

小学
校
で

の
模
擬
授
業
も
予
定
さ
れ
る 。

渡
米
に
先
立
ち 、
お
日
に
は

「
雅
楽
」
を
テ
l

マ
に 、
6
年

生
に
音
楽
の

嚢
を
行
っ
た 。

小
島
さ
ん
は
児
童一
に

雅楽
で
使

う
楽
器
な
ど
を
紹
介 。
雅
楽
は

互
い
の
音
を
聞
き
合
っ
て
演
饗

す
る
と
し
「
和
の
心」
を
呼
び

掛
け
た 。
現
地
で
は 、
笠
や
鐘

襲
な
ど
の
楽
韻
か
鴫
る
仕
組
み

を
ス
ト
ロ
ー

を
使
っ
た
工
作
で

英
槙
も
す
る 。

小
島
さ
ん
は
よ
越
天
文
教
背

研
究
会
に
所
属
し 、
地
元
で
は

L

：

：

「
恥

｝

－
－

L
J
‘
F

‘

一
度
が
あ
る 。

建
芋
詮
り
h
p
青

乏

ナ

寸

テ

一

塁
の

号 、
今
年
3

ヰ
コ
£一

『

メ一

三
レ

E
三
日
一

弐J
e
f
e

一
月
卒
業
見
込
み
者
は
直
接 、
悲

『
t
‘
，．
‘
，
F

‘
：

F
E
－V
L
4
b
t

一
学
中
の
高
校
へ 、
昨
年
3
月
以

晴

元

大

芋
国
際

先

陣

も

吾

妻 、
高
校
卒
業
程
度

j
：

：
4

1

：
－
J

一
認
定
試
験

護
者
は
持
参
ま
た

市内
に
1

年
以
上
居

住し 、
市一
は
郵
送
で

教宵
総
務
諜
総
務
企

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯一
一臨
係（一
T
9
4
5
1

8
5
1
1 、

に
い
て 、
人
物 、
学
力
と
も
に
一

中央
防
5

番印
号 、
電
語
M4・

優
秀
で 、
経
済
的
な
理
由
で
就一
つ山
3
6
0 、
フ
ァ
ク
ス
お・
0
8

学
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど 。

一
8
1）

へ 。
募
集
要
項 、

申請

鑓
付
月
額
は
6
万
円
以
内 。
貸一
審
は
各
高
校 、
同
課 、
ソ
フ
ィ

ア

付
期
間
は
今
年
4
月
か
ら
卒一
セ
ン
タ
ー 、

市

開フ
ラ
ザ
に
あ

業
ま
で
の
最

霧車来
年
限 。
他一
る
ほ
か 、
市
ホ
1

ム
ペ
l

ジ
に

の
奨
学
金
制
度
と
の
併
用
は
一
掲
載 。

で
き
な
い 。

鍾
は
卒
業
後
1

一

4
月
中
に
開
く

翠茎護村

年
据
え
置
き 、

無利
子
で
叩
年一
選

霊査
員
会
で
審
査
し 、
奨
学

以
内 。
猶
予 、

免除・
補
助
制一
生

を内
定
す
る 。

り
込
み
な
ど
早
め
に

準備
し
て

い
た
だ
き
た
い」
と
し
て
い
る 。

問
い
合
わ
せ
は
信
金
事
務
部

（
平
日
午
前
9
時
i

午
後
5
時 、

盤
話
泊・
3
3
2
1）

へ 。
；令たい雨が降る中で‘行われた滝行。不動明
王の真言を唱え、 滝に打たれたこ＝28目、市
内善根の不動滝

柏
崎
儒
金

シ
ス
テ
ム
更
改
で

オ
ン
ラ
イ
ン
休
止

2
月
9
5

n
自
の
終
日

宙
局苦ロ
宅
金
筆
へ

わ封
沼
た

か
ら
徒
歩
で
滝
に
向円
か
っ
た 。

田

中住
職
ら
γ
人
は
現
地
で
由

装
束
に

着替
え 、
同
行
し
た
摺

（
だ
ん）
信
徒
ら
叩
人
が
見
守

る
中 、
一
人
ず
つ
順
番
に
落
差

叩
肘
以
上
の
水
に
打
た
れ
な
が

ら
「
不
動
明
王
の
真一
吉」
を
唱

え
た 。滝

行
に

初挑
戦
し
た

松波
2

の
自
営
業
・一一一

宮
伸
久
さ
ん

（
必）
は
「
水
圧
が
強
く
て
2
度

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た 。
ま
だ
ま
だ
修
行
が
足
り
な

い」
、

高
柳
町
門
出
の
農
業・

鈴

木轟良
さ
ん（
日）
は
「
以
前

か
ら一

行
に
誘
わ
れ
て
お
り 、

や
っ
と
念
願
が
か
な
っ
た 。
最

高
の
気
分」
と
ぬ
れ
た
体
を
タ

オ
ル
で
ふ
き
な
が
ら
満
足
そ
う

だ
つ
た 。

田
中
住
職
は
「
今
年
も
欄
家

の
幸
せ
の
た
め
に
祈
ら
せ
て
も

ら
っ
た」
と
し 、
「
昨
年
よ
り

雲
は
少
な
い
が 、
地
域
の
人
か

ら
滝
ま
で
道
つ
け
を
し
て
い
た

だ
い
て
あ
り
が
た
い」
と
感
謝

し
た 。。

柏
崎
商
議
所
で
政
府
系
金

融
機
関
の
相
談
合

柏崎
商
工A

議所
は
2

月
に

3
圏 、
政
府

干愛耳
融
機
関
の
相

談
窓
口
を
設
置
す
る 。
経
営
状

況
の
変
記
や 、
新
た
な
設
備
投

資
な
ど
の
資
金
調
達
に

対叶ゆ
す

る 。こ
の
う
ち 、
8・
2
臼
は
自

本
政

策金
融
公
庫
の
小
規
模
企

業
向
け
資
金 、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト

錯
し
付
け
（

経営
環
境

変
佑
資
金）

、

新規
開
業
資
金

な
ど
の
相
談 。
り昨
日
は
園間
信
用

mF証

協会
の
県・
市
制
度
融
資 、

セ
ー

フ
テ
ィ
l

ネ
ッ
ト

保
証
な

ど
の
相
談 。
時
間
は
午
前
日
時

1
午
後
4
時 、
会
場
は
商

議所

相
談
コ
ー

ナ
ー 。

経

営安
定
相
談
事
業
も
実
施

中
で 、
専
門
家
へ
の
相
談
盤
用

は
無
料 。
相
談
希
望
者
は
事
前

に
商

議所
（
電
話
2・
3
1
6

1 、
フ
ァ
ク
ス
2・
3
5
7
0
1

ま
た
随
時
金

融相
談
に
応
じ
て

お
り 、
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
な

ど
は
同
商
議
所
へ 。

一
色
受
注
ど
を
墜
壬
J～」
女
霞
伏

AW
相
崎
で
飼
膏・
と
畜
の
牛

肉
か
ら
放
射
性
物
質
検
出
さ

れ
ず県

は
初
日 、
柏
崎
市
を
含
む

県内
で
銅
曹・
と
畜
さ
れ
た
牛

口
頭
の
肉
の

放射
性
物
質
検
査

結
果
を
公
表
し
た 。
全
て
の
牛

の
肉
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム 、

放射
性
ヨ
ウ
棄
は
検
出
さ
れ
な

か
っ
た 。－iJ

A
2
0
1
9
年

一

仏卯
一
の
幕
開
け
を
告
げ

一
，．

一

た
か
と
思
う
と 、

一

尚
一

も
う
月
末 。
今
週

一

白

玉
に
は
3
自・
節

一
・4

e
一

分 、
4
日・
立
春

filL
へ
と
続
く 。
こ
ん

な中
で 、
農
林
水
産
省
か
ら
異

例
の
通
達
が
出
た 。
「
恵
方
巻

き
の
シ
ー

ズ
ン
を
控
え
た
食
品

の
廃
棄
を
山削
減
す
る
た
め
の
対

応
に
つ
い
て」

。
近
年
の
恵
方

巻
き
ブ
ー

ム
も
こ
こ
ま
で
き
た

の
か
と
い
う
思
い
で

通達
内
容

を
読
ん
だ
企
恵
方
巻
き
の
起
源

や
発
祥
は
諸
説
あ
り 、
由
来
は

定
か
で
な
い
ら
し
い
が 、
ど
う

や
ら
古
く
か
ら
の
大
阪
の
食
文

化
が
普
及
し
た
よ
う
だ 。
大
正

時
代
の
初
期
に
始
ま
り 、
そ
の

後 、
大
阪
の
す
し
商
組
合
が
縁

起
物
と
し
て
打
ち
出
し
た 。

「
節
分
の
夜 、
恵
方
に
向
い
て

家
族
そ
ろ
っ
て
食
べ
れ
ば
幸
描

が
回
っ
て
く
る」
と
い
う
チ
ラ

シ
が
評
判
を
呼
ん
だ
A
そ
う
し

た
麗
史
を
経
な
が
ら 、
企
冨
に

広
が
っ
た 。
た
だ
季
節
商
品
で

も
あ
る
だ
け
に 、
一
夜
明
け
れ

ば
意
味
を
な
さ
ず 、
大
盤
の
食

品
ロ
ス
が
生
じ
て
し
ま
う 。
食

品
ロ
ス
と
は

本来
食
べ
ら
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
破
棄
さ
れ
る

も
の
で 、
器
内
で
は
2
0
1
5

年度
の
推
計
で
6
4
6
万
J 、

こ
の
う
ち
町
方
J
が
食
品
小
売

業
か
ら
発
生
し
た
A
農
水
省
が

盤
重

な食
料

資源
の

有効
活
用

の
面
か
ら
ス
ー

パ
ー

な
ど

関係

企
業
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る

に
至
っ
た 。
関
西
地
方
の
「
ち

ょ
っ

と変
な
ス
ー

パ
ー」

を
自

称
す
る
店
で
は
昨
年
2

月
に

「
今
年
は
全
店 、
昨
年
実
績
で

乍
つ
ま
ro
hヘコ悶
乃圏
雲コ
ま
ざ

；電所事故に関する3つの検証の状況をお知らせ
｝検証」、「原発事故が私たちの健康と生活に及ぽす影響の検証J、「万 一原発事故が起こった場合の安全な避難方法の検証Jの3つの検証を

れまた、3つの検証の結果のとりまとめを検証総括委員会において行います。

検証Jについて、これまで、の検証の状況をお知らせします。

《検証の状況》
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新潟全県

「和」が大事

朝刊2 7ページ2 0 1 9年 2 月 2 6 日

宇宙開発と雅楽

朝日新聞

N
A
S
A
で
教
育
研
究
集
会

柏
崎
の
教
諭・
小
島
さ
ん

開館変
緩
「
は
や
ぶ
さ
2」
を
地
球
か
ら
3・
4

僚♂
離
れ

た
小
叩世
間蝿
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ」
に
槌
障
さ
せ
た

宇宙航

鐙務
宛

開

発機織
（
J
A
X
A）
は、

宇宙困問
調品
だ
げ
で
な
く

教玲

に

も力
を
入
れ
て
い
る。
2
月
上
旬、
米
航笠

宇宙
局
（
N

A
S
A）
で
聞
か
れ
た
「

字曾
を

数割問
に
利

用す
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ」
に

派遣
さ
れ
た

柏崎市
の

小学

校教
諭

は、

雅楽と

宇宙
開発
に
共通
す
る
「
和
の
カ」
を
説
く
授

端容を

彼彩、
各
国
の

診加者か
ら

喝采
を
浴
び
た。

N
A
S
A
は
毎
年
1
回、
米

テ
キ
サ
ス
州
に
あ
る
ス
ペ
ー
ス

セ
ン
タ
ー－
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に

世
界
の
教
育
関
係
者
約
5
0
0

人
を
集
め、
字
衝
を
題
材
に
し

た
指
潟
＋刀
法
を
学
び
合
う
ワ
l

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
闘
い
て
い
る。

J
A
X
A
は
2
0
0
6
年
か
ら

派逃
予
鋭
を
級
み、
毎
年、
公

務
で

幼稚
閣
か
ら
高
校
ま
で
の

教
員
ら
数
人
を
選
ん
明、
き
た。

今
回

派控己
れ
た
2
人
の
う

ワークショップ参加者に雑楽の管楽器に似た音を
出すストロー 箇の作り方を教える小島寧子・組織
市立比角小学綬教紛（中央） =2019年 2 月 8B 、
米テキサス伶lヒュ ーストン、 J AXA£品供

-JA×A派遣各国の参加者に演奏と工作披露
ち
の
1
人
が
柏
崎

市立
出
角
小

学
校
の

小島
情拍
手
教
紛（
む）。

県
内
で
は
初
め
て
選
ば
れ
た。

選
考
で
は
宇
宙
を
学
ぶ

授業
の

内
容・
教
材
を
密
出品
し
た。
選

制桝
分
野
の
応
滋
MM
多
い
な
か、

小
ぬ
さ
ん
は

間関例
の
雑
楽
明、
挑

ん
だ。
自
宅
の
あ
る
上
越
市
で

は
天
文
教
塗
の
講
師
役
を
融制

め、
上
越

交MW
楽
団
で
打
楽
器

を
担
当
す
る。
雅
楽
と
の
出
会

い
は
初
年
ほ
ど
前。
団
長
の
住

職
に
級
ま
れ、
等
の
行
取
で
僧

侶
の
演
奏
に
加
わ
っ
た。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は、
伝

維
楽の
壇画
磁
器
「
第」
を
吹
く
小

島教
愉
H
柏
崎市
立
比
角

小学校

し
た
若
国
光一

宇宙
飛
行
士
の

溜
像
を
見
せ
た。
若
図
さ
ん
は

『
和
の
心」
と
轡
き、

船内
で

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を

鯨
え
た。

小助
さ
ん
は
「

指郷

者
の
い
な
い
雅
楽
も
同
じ。
互

い
に
胞
の
流
れ
を
理
解
し、
奮

を
聞
き
合
う
和
の
心
が
欠
か
せ

な
い」
と
い
う。

帰
国
後、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
知
り
合っ
た

海外
の
教
負
か

ら
メ
ー
ル
が
扇
く。
「
臼
本
は

綬
幾
の
狙
い
が
明
砲
で
僚
組
み

が

飾郡
だ
が、
世
界
に
は
思
い

が
け
な
い

切り
口
明、
教
え
る
人

も
い
る。
こ
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し、
綬
掛掛
に
生
か
し
た

い」
と
揺
し
て
い
る。（

溜

興器削）

統
的
な
管
楽
総、
弦
楽
然、
打

楽
総
で
構
成
さ
れ、
平
安
時
代

に申完
成
し
た
雅
楽
を
「
世
界
最

古
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ」
と
鋭

明。
基
本
の
5
菅
間聞
を
古
代
中

国
恕
怨
と
か
ら
め
て
火
星、
水

昼、
木
農寸
金
田位、

＋憲叫
に
た

と
え
た。
管
楽
総
の
「
笠」
な

ど
を
自
ら
演
出賀
し
て
音
色
を
聞

か
せ
た
後、
参
加
者
に
ス
ト
ロ

ー
や
セ
ロ
ハ
ン
テ
I
プ
を
記

り、
仕
組
み
と
習
を
蒋
現
す
る

工
作
を
さ
せ
た。
「
英
甑闘
で
雅

楽
を
説
明
す
る
の
は
灘
し
か
っ

た
け
れ
ど、
工
作
は
柑躍
り
上
が

っ
た」
と
喜
ぶ。

援策
の

守山U
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

紹介
で
は、
M
年
に
鴎
際
宇
宙

ス
テー

シ
ョ
ン
で
耐聞
き
初
め
を

閣匪

国際宇宙ステーションでの・き初め『和の
心』を手にする若田光一宇宙飛行士＝

2014年
1 月 i 日（臼本時間）、 JAXA/NASA鍵供

。朝日新聞社 無断複製是正載を禁じます。

すべての内容は日本の著作権法並びに国際条約により保護されています。
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(14) 3月 15 日（金曜日）

直江津中等の生徒にアメリ力で発表した授業を行う小島
さ人ノ

2019年（平成31年）

教
え
てネ

i． 

前
回
は
お
金
に

関す
る

ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た

。

今

回
は
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
で
本

当
に
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
る
た
め

の
お
話
で

す

。

Q

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
楽

し
む
た
め
に
は 、
具
体
的

に
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
と

良
い

の
で
し
ょ

う
か
？

星
野
さ
ん
一
般
的
に
は

趣
味
を
楽
し
む 、
旅
行
に

行
か
れ
る
と
い
う
方
が
多

い
で
す
ね

。

と
あ
る
統
計

に
よ
る
と 、
上
越
市
に
在

住
さ
れ
て
い
る
シ
ニ
ア

の

万
の
人
気
旅
行
先
は 、
石

川
の
和
倉
温
泉
や
群
馬
の の

盛山
野
さ
ん

暮
う
し
の応
援
団
Q
＆
A

伊
香
保
温
泉 、
長
野
の
湯

田
中
温
泉
だ
と
い
う
こ
と

で 、
温
泉
旅
行
を
楽
し
ま

れ
る
万
が
多
い
よ
う

で

す

。

Q

シ
ニ
ア
の
方
が
温
泉

旅
行
を
楽
し
む
イ
メ
ー

ジ

は
確
か
に
あ
り
ま
す
ね

。

星
野
さ
ん

そ
う

で
す

ね

。

た
だ 、
結
果
的
に
温

泉
旅
行
を
楽
し
む
方
が
多

い
の
で
あ
っ

て 、
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ

の
楽
し
み
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す

。

本
当
に

「
や
り
た
い
こ
と」
に
対

し
て
は 、
ほ
か
の
方
と
歩

調
を
合
わ
せ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん

。

Q

で
は 、
本
当
に
や
り

比
角
小
の

小
島
教
諭

［盃i
イ
フ

ヨ
イ

い
ン一
フ

ン
越

エ
上

シニアライフで本当に
やりたいことを見つけるには

塁悪芸警毒 ，間i号室長芸誌？
事定量生き串高 い な運I I三き＇.��、 rt 竺
震ぷ長首長 E喜受｜ 左蓋覧手デ壱

覇 、 九州冨 I , とと各るメた
雲集室擁護金もで｜ 葉忍察露見ぷ

塁喜号事！，！t；議会計言、長語録軒暴挙警
とか中「会！時出向年部lょう者 行い月身の3者体テりやが
話知ノとに ）身）） 誓亙なの 事での者地会全をイレ蟹集

忌霊祭乏嘉義自宍各警警ベ主 主筆嚢芯警 �i－雰皇え祭
事手雲巴デ宍台芸民議室話予ぎ安要台、ト雪竺安予なき淀奈克暴汁；お整案4品交ぞ契宗 ぞ矢♀ぢ先 カミ務主註奮さジ
るされる • 

。

でなが川雷里が彩
、

春いな友 いがおので現人

車江津中等

米
で
発
表
の
授
業
再
現

た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い

の
で

す
か
？

星
野
さ
ん
一
つ
の
方
法

と
し
て 、
「
自
身
の
過
去

を
振
り

、事乏
こ
と

が
考

え
ら
れ
ま
す

。

例
え
ば
若

い
時
に 、
誰
と 、
ど
こ
に

行
っ

て 、
何
を
し
て
楽
し

か
っ

た
と
か 、
子
育
て
し

て
い
る
時
に 、
子
育
て
が

終
わ
っ

た
ら
こ
ん
な
こ
と

を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
な

あ
と
か 、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
今一
度
振
り

返
る
こ
と
は 、
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
に
お
い
て
本
当
に
や

り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
る

ヒ
ン
ト
に

な
る
と
思
い
ま

す

。

Q

過
去
を
振
り
返
っ

て 、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い

こ
と
を
見
つ
け
る

の
は
楽

し
い
時
間
に

な
り
そ
う

で

す
ね

。

アメリカで行ったワークショップの様子
（小島さん提供〉

ア
メ
リ
カ・
テ
キ
サ
ス

州
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン

で
2
月

に
開
か
れ
た
「
宇
宙
を
教

育
に
利
用
す
る
た
め
の

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ」
に
参

加
し
た
上
越
市
在
住 、
柏

崎
市
立
比
角
小
の
小
島
輩

子
教
諭
は
こ

の
ほ
ど 、
県

星
野
さ
ん
w

セ
ミ
ナ
ー

で

町
も
そ

の
よ
う

な
時
間
を
設

け
ま
す
の
で、
ぜ
ひ
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い

。

セ
ミ
ナ
ー

の
日
程・
内

容
等
に
つ
い
て
は
下

記広

告
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

。

4

【
星
野
和
也
さ
ん
プ
ロ

フ
ィ

ル｝
工
9
7
6
年
上

鵡
市
生
ま
れ

。

大
手
金
融

機
関
を
経
て
側
大
島
ホ
ケ

ン
（
本
社
上
越
市）
に
入

社

。

個
人・
法
人
向
け

の

お
金
に
係
る
講
演・
取
材

・

相談業
務
等
に
日
々
応

じ
て
い
る

。

【
お
問
い
合
わ
せ・
相

談
先｝
側
大
島
ホ
ケ
ン

（
電
0
2
5
・

5
2
4
・

5
8
5
0 、
電
子
メ
ー

ル

町民0
8
0ω
町山
口Mm
y

owo
ロ・〕
匂）

※
毎
週
金
曜
日
掲
載

立
直
江
津
中
等
2

年生
を

対
象
に 、
ア
メ
リ
カ
で
発

表
し
た
内
容
と
同
様
の
授

業
を
行
っ
た

。

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
は
ア

メ
リ
カ
航
空

宇宙
届
（
N

A
S
A）
の
公
式
ビ
ジ

タ
ー

セ
ン
タ
ー 、

ス
ペ
ー

ス
セ
ン
タ
ー・

ヒ
ュ
ー

ス

ト
ン

が
教
商
関
係
者
に
向

け
て
開
い
て
い
る
も

の

で 、
日
本
か
ら
は
J
A
X

A
（
ジ
ヤ
ク
サ 、
宇
笛
航

空
研
兜
開
発
機
構）
が
教

員
2
人
を
派
遣
し
て
い

る

。

小
島
さ
ん
は
自
身
が

演
奏
す
る
雅
楽
と
宇
簡
を

組
み
合
わ
せ
た
授
業
を
考

え 、
現
地
の
小
学
校
で
披

鑓
し
た

。

小
島
さ
ん
は
英
語
で
授

業
を
行
い 、
雅
楽
の
五
つ

の
音
階
や
三
つ
の
管
楽
器

と
宇
宙
の
結
び
付
き
を
説

明 、
管
楽
器
が
鳴
る
仕
組

み
を
ス
ト
ロ
ー

で
再
現
す

る
実
技
を
行
っ

た

。

ま

た 、
多
く

の
写
真
を
濁
し

て
ア
メ
リ
カ
で
の
様
子
を

紹
介
し
た

。

大
島一
輝
君
は
「
伺
の

関
連
も

な
い
と
思
っ

て
い

た
宇
宙
と
雅
楽
の
接
点
を

見
つ
け
出
し
て
すJ
ご
い
と

く〉自身のライフプランを考えよう
〈〉ライフプランとお金の関係
〈〉鍵際寿命と平均寿命
〈〉現在の医療・介畿の公的制俊
〈〉医療・介護lこ対する綴え方など

nu

nM

3

3
す

配

配
詰

～

～

MM

v
nu

nu
い

0

0
て

4

4
さ了

自

問
的

口凶

口M
務

調時

離dw
u

勢伽

鱒伽
駅

周

再
認

曾倒

鵠dw
醐

①

②
鴻

主催：上越タイムス社
後援：株式会社大島ホケン

セミナーを受講された後、ご希望があれ
、ば翠野氏との徳目IH!l談（年金・医需要・介護・

草壁産・保険など）；を受付しております（無
料）。1隠のtmi主将殴は約60分です。
また、セミナーに参加されなくても星野氏
との個別格談を希怒される方は、下記ま
でお問い合わせ下さい。

ま歪岱25闘器翠器－6666

lj28の午前9時から午後5B寺
セミナー担当 市村

〉正セミナー・f盟BIJ格談会ともに上l!aからの
お申込になります。

淡参加者には参加券をお送り数します。

ための

ライフイベントとお傘について
Jヒ緩タイムス紙本社(Jヒ緩市高±釘2幽4幽6)

※駐車t藷あり

楽しいシニアライフを実現するには、お金
に対する正しい翠島幸が大切です。上越で活動
するフアイナンシヤル・プランナー、星野和也
氏が、シニアライフに対するお金の準備につ
いてわかりやすく解説じます。

セミナー 内での金請書簡品のPRや勤務はあ
りません。また、ご希望の方には墜野氏との
無料の個別相談もお受け致します。墜野氏と
のf箆fl立姻談のみでも受付可能です。

「
雅
楽
と
宇
宙」
に
驚
き

�、 昔イムニ鶴ライフ

詰＼l企鶴想主ナF

シニ

添付書類④



さ
ん
は
「
い
ろ
い
ろ
な
海
藻
が

見
ら
れ
て
良
か
っ
た」

、
問・

藤
巻
百
寧
さ
ん
は
「
海
穣
に
は

た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た」
と

手先
を
動
か

し
た 。
海
生
研
応

用生態
グ
ル

ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
i

の

古川
擁

士一一
さ
ん（
伺）
は
「
自
然
の
も
の

市
教
育
委
員
会
な
ど
が
詑
一
の
美
し
さ
を
感
じ
た
り 、

環境

目 、
新
潟
工
科
大
（

市
内
藤一
保
全
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て

橋）
で
「
青
少
年
の
た
め
の
科一
も
ら
っ
た
り
す
れ
ば
い
い」
と

学
の

祭典」

柏崎
刈
羽
大
会
を
一

指磯
し
た 。

開
い
た 。
家
族
連
れ
ら
約
1
2

一

人
数
を
絞
っ
て 、
少
し
難
し

0
0
人
が
科
学
的
な

観察 、
実一
い
レ
ベ
ル
の
実
験
を
体
験
す

験
な
ど
の
体

験ブ
ー

ス
を
臨
つ

一
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
究
室」
で

て
業
し
ん
だ 。
こ
の
中
に
は 、
一
は 、
今
春
N
A
S
A
の
ワ
l

ク

米
航
空
宇
宙
局
（
N
A
S
A）
一
シ
ョ
ッ

プ
に

参加
し
た
小
島
章

で
行
わ
れ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
一
子・
比
角
小
教
諭（
日）
が
「
鴫

の
再
現
も
あ
り 、

参加
者
が
宇一
る
仕
組
み

雅楽
は
公
畜」

県
は
お
自 、
あ
へ

ん法
で
栽

宙
へ
の
夢
を
広
げ
た 。

一
を
テ

ー
マ
に 、
宇
宙
飛
行
士・

培 、
所
持 、
頭
渡
な
ど
が
禁
止

催
し
は 、

科学
的
な
観
襲 、
一
若
田
光一
さ
ん
の一一一一回
葉
「
和
の

さ
れ
て
い
る
櫨
類
の
「
ケ
シ」

実
験
な
ど
を
通
し 、
子
ど
も
た
一
心

チ
ー

ム
ワ

ー
ク
を
大
切

の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
（
品

名パ

ち
か
ら
科
学
を
身
近
に
感
じ
て
一
に」
を
引
用
し
な
が
ら 、
ス
ト

パ
ベ

ー
ル）
が 、

裏
京
都
の
輸

も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
た 。

新規一
ロ
ー

を
使
っ
て

雅楽
の
音
を
再

入業者
を
通
じ
て

市内
の
花
店

登
場
の
摩
紙
と
ワ
イ
ヤ
で
作
る
一
現
し
た 。

で
も
誤
っ
て
販
苑
さ
れ
た
と

「
と
ん
と
ん
キ
ツ
ツ
キ」
を
は一

龍
笛
（
り
ゅ
う
て
き） 、

、
鱗

し 、
回
収
と
情
報
提
供
を
呼
び

じ
め 、
ス
ラ
イ
ム
や
ア
イ
ス
ク一
葉
（
ひ
ち
り
き）

、
箆
（
し
ょ

掛
け
て
い
る 。

り
l

ム
作
り 、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

一
う）
の
音
を
鳴
ら
し 、
剣
野
小

県
医
務

薬事
課
に
よ
る
と 、

グ
な
ど
日
ブ
l

ス
が
並
び 、
中一
6
年・
宮

下真央
さ
ん
は
「
い

輸

入業者
は
今
年
2

月 、
約
2

・
高・
大
学
生 、
小・
中・
高一
ろ
ん
な
音
が
出
て 、
心
が
わ
く

3
0
束
（
1

東
約
加
本）
を
オ

校
の

教諭 、

市内
外
の
企
業
な一
わ
く
し
た」
と
奮
い 、
ス
タ
ッ
一
フ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し 、
一
般
生

ど
が
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
た 。

一
フ
の
南
中
3
年
・

錦
置
海
君

花
店
な
ど
に
1
8
6

東
を
卸
売

人
気
の
科
学
の
祭
典 。
N
A
S
A
で
行
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
の
再
現
も

海
穫
で
し
お
り

作り
の
プ
1

一
は
「
こ
う
い
う
実
験
を
通
し 、

り
し
た 。

東一
京
都
の
調
べ
で
県

あ
っ
たnn
目 、
新
潟
工
科
大

ス
で
田
尻
小
6
年・
松

基棄一
自
分
の
よ
う
に
理
科
好
き
な

内
で
は

市内
田
中
の
花
届
「
りjjmZ2222jjjjnzzjzzzjmm援護務第22

自 、
市
総

禽翠
セ
ン
タ

ー
で
一

フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
は 、
同
協一

当
自
は 、
障
が
い
の
あ
る
な
一
ア
i
ト

官
民J
く
り 、
赤
ち
ゃ

一
そ
ば
な
ど
の
「
う
ん
め
も
ん
ひ

「
わ
い
わ
い
が
や
が
や
フ
ヱ
ス一
議
会
が
実
施
す
る

福祉
事
業
の
一
し
を
超
え
た
ミ
ニ
・

ア
ー

ル
ブ
一
ん
ハ
イ
九
イ
選
手
権
な
ど 。
ス一
ろ
ば」

、
シ
ル
バ

ー
ふ
れ
あ
い

一
ア
ィ

パ
ル」
を
開
く 。
今
年
でt一
P
R
と 、

市内
で
行
わ
れ
て
い
一
リ
ュ
ッ
ト

展 、
十巾
内
の
ボ
ラ
ン

一
テ
l

ジ
で
は
マ
ジ
ッ
ク 、
コ
i

一
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
直
売
所
な

M
回
目 。
テ
ー

マ
は
「
平
成
か
一
る
住
民

福祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
一
テ
ィ
ァ 、

市
民
活
動
毘
体
な
ど

一
ラ
ス
な
ど
が
続
く 。
カ
ブ
ラ
作一
ど
も 。
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は

ら
令
和
へ
新
時
代
つ
な
が
る
一

ィ
ア
活
動
な
ど
を

紹介
し 、
来一
の

紹介・
物
品
販
指
の
「
ょ
っ

一
品
に
も
挑
戦
す
る 。

一
一間

協議
会
（
瑠
話
n・
1
4
1

明
日」

。
時
間
は
午
前
ぬ
時
i一

場者
か
ら
「

補祉」
を
身
近
に…
て
が
っ
し
ゃ
い

市」
を
は
じ

一

併
せ
て 、
た
こ
焼
き 、
焼
き
一
14）

へ 。

午
後
4
時 。

一
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的 。
一
め 、
親
子
で
で
き
る

万華
鏡 、

(2) 

科
学
の
祭
典

大
に
ぎ
わ
し、

（日子IJ•夕刊）2019年（令和元年） 6 月 26日（水曜自）報日
わ
い
わ
い
が
や
が
や
フ
工
ス

崎

社
協
活
動
を

知
っ
て
ね
！

福
祉
セ
ン
タ
ー

で
羽
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
却

、 t

柏

9645 

フ仇コ‘、

pP 

！第三種郵便物認可】

ら 、
好
奇
心
も
旺
盛
だ 。
誰

感
心
し
て
見
て
い
る
と 、

ー
室田

栄

¢
り
I
敏

父
独
一一
一肌

「
梅
だ
よ
り」

石

地

海

開

き

ア
サ
リ
ま
き
も

羽
田
に

西
山

町
観
光
協
会
（
滝
沢
英

樹
会
長）
は
初
日
午
前
日
時
か

ら 、
石
地
海
水

浴場
で
合
同
海

開
き
を
行
う 。

安
全
祈
願
祭
に
続
き 、
日
時

一連載120-

と
か
好
き
だ
っ
た
母
の
漕
異

が
納
め
ら
れ 、

4

日
年
以
上
聞

け
ら
れ
る
こ
と
な
く
過
ぎ
た

場
所
だ 。
中
を
の
ぞ
く
と 、

多
く
の
容
器
や
ザ
ル
な
ど
が

に 、
母
が
機
け
た
最
後
の
梅

干
し
の
カ
メ
だ
っ
た 。

梅
酒
は
無
事
に
仕
込
み
終

え
た 。
お
疲
れ
様
で
梅
干
し

を 、
焼
酎
の
お
湯
割
に
入
れ

子
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い」

。

小
島
教
諭
は
「
音
楽
を
は
じ

め 、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
が

宇宙

と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
い
い」
と
話

し
た 。主

智
の
教
育
セ
ン
タ

ー

は

「
リ
ピ
ー

タ
l

で
毎
回
楽
し
み

に

参加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
た
く
さ
ん
お
り 、

科学
教
宵

へ
の
取
り
組
み
が
根
付
い
て
い

不

正

な

ケ

シ

の

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

市
内
で
も
誤
販
売

嬢
が
由
収
へ

シ
ー

ズ
ン
開
幕
に
向
け
て
日

ブ
i

ん
き
れ
い
に

夏
の
準
備
万
端

出
雲
崎
中
1

年

る
と
感
じ
る 。
子
ど
も
だ
け
で

は
な
く 、

保護者 、
講
師
の
中

古・
大

差 、
大
人
も
楽
し

ん
で
活
動
し
て
い
る 。

今後
も

継続
し 、

未来
の

柏崎
を
翠つ

子
ど
も
た
ち
の
科
学
に
関
す
る

興
昧
や
関
心
を
青
ん
で
い
き
た

い」
と
し
た。

．

本

年度
2
由
呂
の
「
科
学
の

祭
典」
は
日
月
泊
目 、
同
大

で 。と
る
が
あ
で
ん
頭」
が
1

束
購

入
し
た
こ
と
が
分
か
り 、
県
に

連
絡
し
た 。

間
癌
は
小
分
け
に
し
た
4
i

5
束
を
2

月
目
日
か
ら
今
月
5

日
ま
で
に 、
ー

束
8
0
0
円
程

度
で
店
頭
販
売
し
た 。
既
に
完

売
し 、
購
入
が
判
明
し
た
1

人

－
ト
ミ
オ
力
ホ
ワ
イ
ト

で

「
七
タ
コ
ン
サ

ー
ト」

南
魚
沼

市
の
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ

イ
ト

美
術
館
で
7
月
6
日
午
後

2
時
か
ら 、
同

市
在
住
の

交流

大
使
で
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト・

楠
光

一
さ
ん
の
「
七
タ
コ
ン
サ

ー
ト

ム

異に
願
い
を
の
せ
て
1」

が
開
か
れ
る 。

当
日
の
演
奏
曲
目
は
「
コ
ン

に
は

間属が
連
絡
し
た 。
同
店

は
「

薯巾
仕
入
れ
先
の
正
規
輸

入
さ
れ
た
商
品
だ
け
に 、
疑
い

は
全
く
持
た
な
か
っ
た」
と
購

き 、
S
N
S
な
ど
で
回
収
を
呼

び
掛
け
て
い
る 。

問
い
合
わ
せ
は
同
店
（
盤
話

2
・
7
4
9
5）
も
し
く
は

同
課
薬
事
指
噂
係
（
電
話
0

2
5
・

2
8
0
・

5
1
8
8

）

へ 。－
窃
混
の
疑
い
で
金
社
員
の

男
を
再
逮
捕

柏崎
署
は
お
目 、
刈
羽
村
刈

羽
の
金
社
員・
高
橋
大
将
容
疑

者（
包）
を
窃
盗
の
焼
い
で
再
逮

捕
し
た 。同署

に
よ
る
と 、

高構容
疑

者
は
昨
年
日
月
7
B
か
ら
9
B

ま
で
の
問 、
刈
羽
村
に
あ
る
勤

務
先
の
嬢
で 、
間
僚
男
性
か
ら

現
金
計
約
1

万
5
千
円
と
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ

ー
ド

な
ど
ロ
点
の
入

っ
た
財
布
1

個
を
盗
ん
だ
疑

い 。
被
害
男
性
が
同
月
9
日
に

趨失
届
を
出
し
た 。
容
疑
を
認

め
て
お
り 、

間署
が
余
罪
を
調

べ
て
い
る 。

潤
容
賠
者
は
今
春 、
同
じ
讃

の
別
の
男
性
の
部
屋
に
侵
入

し 、
カ
ー
ド
を
踏
ん
だ
焼
い
で 、

今
月
5
自
に
逮
捕
さ
れ
て
い

る 。日
本
灘
躍
北
前
船

寄
港
地
物
産
の

コ
ー

ナ
ー

設
置

天
舗
の
里
物
産
舘

パ
ス
・

オ
ブ
・

ユ
ア
・

ハ
ー

ト」
「
く
る
み
割
り
人
形
よ
り

1
花
の
ワ
ル
ツ」
「
天
地
人
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
テ
l

マ」
な
ど 。

前
売
り
券
は
大
人
1
5
0
0

円
（
当
日
は
3
0
0

円増）
。

中
学
生
以
下
は
無
料
（
要
整

理
券）

、
末

一露売
の
入
場
不

可 。
問
い
合
わ
せ
は
開
美
術
館

（
簡
話
0
2
5
・

7
7
5
・

3

6
4
6）

。

E骨骨）
笠市内
錦

町、
市
道
2
I

3

号練・

中央
こ

線橋
HH
7
月
1

．
2
日
午
前
8
時
半
1

午
後
4

時
半 。
片
側
交
互
通
行 。

防議

柵修
繕
工
事

E
鯨

票
栄

言書ま露
尻波丘町 1 1町市

翠壁藩昇毒剤穿 3
震武語実突語審雇
寵警雛嬰i索撃事f星

（
柏
崎

市・
叩
5

呂
田
届
け
出）

菰
榔
酎
岡野
町

内
山ー
ミ
サ
叩

山

本

竹
田

タ
カ
引

北

圏

町

伊藤

富
雄
旬

新・

道

阿
部

昭
子
部

富
山

町
境
田

押
見

鶏
明
倒

富

平

高
野

強
位

平

井

西
巻

フ
ジ
祐

鯨

波

2

五

十嵐
信
子
部

松

波

2

柴
野
キ
ヨ
ミ
関

小

倉

町

佐
々
木
ヒ
ヂ
子
竹

中

浜

1

藤
田

晃
司
叩

荒

浜

3

品
目

絹
江
九

南

条

摘
水

信
夫
社

堀

中
村

弘
叩

軽

井

川

高
橋
一
英
日

半

田

1

磯

輩審
美
蕃
冗

長

峰

町

須
田

縄
問

四

議

1

藤
田
ス
ミ
イ
mm

顔

町

丸
山

宏
百

高
柳
町岡
野
町

吉
川

幸
加

東
本

町
工

石川

謙
町

西
山
町
田
沢

山
鹿

ト
シ
問

ピ
i 。

大
胆
辺
ゆ
き
子
日
本
画
自
顧
展

「
遊
庵
（
ゅ

うあ
ん）
」

mm

臼
ま
で
ア
ル
フ
ォ
ー

レ・
ギ
ャ

ラ
リ
ー

回
廊 。

大
動

植物
ス
ケ
ッ

チ・
写
真
展

初
白
ま
で

市立
博

物館 。

女
橋

子作
家・

小島
盤 、
陶
芸

家・
山
田
洋
次
2
人
麗
「
英
国

に
臨
む」

γ
月
3
自
ま
で

市

内

谷根
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
t
a

n
n
e」

（
木
曜
休
廊）
と

市

内
穂

波
町

の
「
c
o
i
l
4」 。

大
「
素
材
で
倫
（
た
の）
し
く

B
A
G」
展

7
月
7
日
ま
で

市内
野
田
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

＆
茶

房
「
風
の
座
（
く
ら）
」

。

女
武
藤
順
子
と
絵
本
の
仲
間
た

ち
鹿

7
月
7
B
ま
で

市内高

柳
町

向野
町
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
－

グ
ル
グ
ル
ハ
ウ
ス
高
榔 。

女
教
科
欝
麗一
変口

7
月
ロ
日

ま
で
ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
と
教

科
盤
セ
ン
タ
i

（
市
役
所
教
膏

分
館
3
階）

、
刈
羽
村
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ

ー 。

玄寸
井
主口・
水
彩
画
展

7

月
日
田
ま
で

市内高
柳

町
岡
野

町、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
じ
ょ

ん
の
び 。

大
迫
埠
企
画
展
「
生
漉
で
い
ち

ば
ん
幸
揺
な
時
は
現
在
で
す 0

1
ド
ナ
ル
ド・
キ

ー
ン
の
歩
ん

だ
道
の
り
1」

7
月
日
日
ま

で
ド

ナ
ル
ド・
キ
ー

ン・
セ
ン

タ
ー

柏崎 。
大
人
5
0
0
円 、

専星
2
0
0
円 、

小学
生
1

0
0
向 。

女
「
樹
脂

粘土
花
麗
＆
焼
き
物

1
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
花
器
と
コ
ラ

ボ
1」

7
月
四
日
ま
で

市内

策本
臨
1

の
北
越
銀

行柏崎
東

支
癌
ロ
ピ
l 。

〈
担
思・
金
曜
日〉

吹
く
ら
し
の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ

ー
え
き
ま
え

午
前
叩
時
か
ら

日
時
ま
で
「
コ

ー
ラ
ス
司
あ
ん

み
つ
娘
と
イ
ケ
メ
ン
ぽ
い

す』
」

、
午
後
1

時
半
か
ら
2

時
半
ま
で
「
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た

り
ヨ
ガ」

。
申
し
込
み
不
要 。

大
ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
無
料

上
映
会「
美
女
と
野
獣（
2
0
1

4
年 、

フラ
ン
ス・
ド
イ
ツ）」

午

後

工壁
か

ら委員ホ
l

ル 。

犬初
夏
の
企

甑展
「
し
お
か
ぜ

娘・
荷
絵
ア
ジ
サ
イ
塵

7

月
7
日
ま
で
の
金
1

日
曜 、

市

内
笠
島
の
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

M
o 一

掴腫

一
i

新
潟
限
定
｜

一
撃
拳

一
無
漉
過
生戸

一

室町一
盗
容し

山

み之
、

F
A
へω〆

鈴臥

一
弘
、
奨
哨
叫

が
や
治
寸
叩

一

日一
織総減
税
綴
減
殺
潟、
し

一

首揮
の
新

増官。
ね

柏崎しおかぜ法律事務所L
> 

...げ
〆

kashiwazaki shio0k
1

aze La'.w' Offiとe＞九
八 日j倒的斡会所ぬ伸、土返；藤予鶴＼冨覇軍E

j業務時間K平的：Cφ：ffoo夜間、�！�｝視時相談；三 71a,ii血血置
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ω
分
か
ら
恒
例
の
ア
サ
リ
つ
か

み
取
り 。
会
場
は
ム
ツ
ミ
茶
屋

下
の
砂
浜
で 、
南
天
決
行 。
間

不
正
ケ
シ
の
ド

ラ
イ
フ
ラ
ウ

い
合
わ
せ
は

再協
会
（
電
話
U

i
寸ハ
パ
ベ
！

ル」
日

東
京

・
2
0
8
1）

へ 。

都
提
供

gdR制

球、思誌を言込者堅議選号、

壁、掃怒号＼型、＼県議員護側議謀総請ささきお盗塁語、刻、雪量講師議＼53

1
ル
の
清
捕
活
動
を
実
施
し
た
一
た
い」
と
汗
を
拭
っ
たJ

日
写
翼
日 。

一

時プ
ー

ル
は
7

月刊ω
i

日
日

猛饗
の
昨
一変 、
プ

ー
ル
の
利一
に
プ
レ
オ
ー

プ
ン 、
初
日
か
ら

用
者
は
前
年
よ
り
6
2
6
人
多一
一
般
開
放
を

予定
し
て
い
る 。

い
4
8
7
8
人 。
同
校
生
徒
に

と
っ
て
プ
1

ん
は 、
夏
休
み
の

憩
い
の
場
で
あ
り 、

夏季
の
体

育授業
で
も
使
用
す
る
場
所 。

男
子
生
徒
は
レ
ジ
ャ
ー

プ
ー

ル

に
横一
練
に
時ひ 、
プ
ラ
シ
で

間庶務／を
純11 l：いと

見送コ：：；" のかけlし
.·24時間受け付けております。、J

歯科／歯科口腔外科／小児鵡科

t t t Ekinan Dental Clinic 
rY"'、田円・－ー－�『凡E

内
科・
消
ル五

添付書類⑤
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教育に宇宙を利用

11· 月14日（木曜日）2019年（令和元年）

小島 さ
ん _ci�蓄）が講演

高田高校友会
女 性 部

学た演 I司 日（
校 。会校 、j r r 高
教講 ・ で上窪田
諭師親「越優高
のに盤2市部校
／＼苓三壬ミO湾奇長ミ京王
島業 」 1城長会
章主主i在9町 ）女
子で、 開 々 3は性
さλJ，し－－；·�需の9吉5

_,,

で楽、
著器

実が跨毛R鳥にるスf会ト組口み
-t·J主
義議
室主し
千平た
り／J、
演島
喪さ
もん
議

v

' L』
I' :Z::S. 

fv 場
だ塁

にシ用れの 実わきん
子ヨすたヒ今践る 、 （
1 ツる「 ユ 守し語字問
x 之た宇l 2た響宙市
:AiS、め宙ス月 。 提と

をト 、 供楽,..---.__Eの教ンア ー ‘や器包ジEワ背でメ 教に
ャ ε1 に行リ 香まを

ク」ク利わカ をつ招

SN Sの使い方を考える捜講を行う利根川さん
\:'Hr ll 11 ,;;, ff'!t'.C'I 

サ
、

雲間
航
空
研
究
開
発

機
構）
か
ら
派
遣
さ
れ
た

小
島
さ
ん

。
現
地
で
は
天

文
学
や
雅
楽
の
演
奏
経
験

を
空
か
し

、

ス
ト
ロ
ー

で

楽
器
の
再
現
な
ど
を
行
い

評
価
さ
れ
た

。

小
島
さ
ん
は

、

雅
楽
の

基
本
5
音
階
は
陰
揚
五
行

に
基
づ
き
星
（
土
金
木
火

水）
に
対
応
し
℃
い
る
こ

と
や

、

各
楽
器
の
昔
は
天

と
地

、

そ
の
聞
を
行
き
交

う
竜
と 、
こ
れ
が一
体
に

な
る
宇
宙
を
表
現
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
解
説

。
ま

た 、
各
楽
器
の
演
奏
を
聴

い
て
昔
を
合
わ
せ
る
こ
と

か
ら

、

宇
宙
飛
行
士
の
若

田
光一
さ
ん
の一
吉
葉
を
引

用
し

、

「
和
の
心」
の
大

切
さ
も
訴
え
た

。

こ
の
ほ
か

、

ア
メ
リ

カ

で
の
活
動
の
様
子
や

、

国

際宇宙
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
か

ら
見
た
地
球
の
風
景
写

真
、

映
像
も
披
露

。
「
今

後
、

子
ど
も
た
ち
が
大
人

に
な
る
頃
に
は

、
も
っ
と

宇
宙
が
身
近
に
な
っ

て
い

る
か
も
し
れな
い

。
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を

も
っ

て
も
ら
え
る
よ
う

、

教
育
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
伝
え
て
い
き
た
い」
と

締
め
く
く
っ

た
。

港
募
集
均一
雄

「
今
年
の
私
的
ト
ッ
プ

ニ
ュ
ー

ス」

一
抱
月
の
本
紙
上
「
ひ
ろ
ば
欄」
の
テ
l

マ
は

「今
年
の
私
的
ト
ッ

プ
ニ
ュ
ー

ス」
で
す

。
来
月

は
も
う

師
走

、

今
年
も
残
り
1

カ
月

。
「
平
成」

か
ら
「
令
和
」
へ
と
元
号
が
変
わ
り

、

新
た
な
時

代
へ
と
踏
み
出
し
た
節
目
の
年
で
す

。
閣
内
外
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
出
来事
が
あ
り
ま
し
た
が

、

本
紙

で
は

読者
に
と
っ

て
の
こ
の一
年
の一
番
の
出
来

国一
克
と
交
流
し

マ
ジ
ッ
ク
に
歓
声

あ
い
れ
ふ
安
塚

【
上
越｝
安
塚
区
の
特

別
養
護老
人
ホ
1

ム
あ
い

れ
ふ
安
塚
は
こ
の
ほ
ど

、

の
情
報
拡
散
学
ぶ

教
大
大
学
院
生
が
授
業

上
越
市
寺
前
3
の
上
越

高
（
風
間
和
夫
校
長）
の

3
年
2
組
は
日
目

、
国
語

で
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ一フ

シ
lの
授
業
を
行
っ

た
。

上
越
教
育
大
大
学
院
生
が

担
当
し

、

生
徒
た
ち
も
情

報
を
発
信

、
拡
散
で
き
る

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
S
N

S
と
の
向
き
合
い
方
に
つ

い
て
学
ん
だ

。

一
行
っ

た
。

担
当一
し
た
の
は
同
大
教一

日
日
は

集慌
に
う
そ
の

職
大
学
院
2
年
の
利
根
川一
情
報
・

フ
ェ

イ
ク一一
ュ
1

剛
士
さ
ん。
同
大
の
学
校一
ス
を
考
え
て
も
ら
い

、

ど

支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で

、

一
こ
に
真
実
味
を
感
じ
た
か

9
月
か
ら
日
月
ま
で
上
越一
を
話
し
合
っ

た
。

利
根
川

高
で
学
校
全
般
の
サ
ボ
I’一

さ
ん
は
H
S
N
S
の
普
及

ト
活
動
を
行
っ

て
い
る

。一
に
よ
り

、

新
開
や一ア
レ
ピ

授
業
は
そ
の一
環
で

、
7一
で
情
報
を
受
け
る
だ
け
で

日
か
ら
全
3
回
の
授
業
を一
な
く

、

送信
す
る
側
の
メ

ひろば欄
12月テ ー マ

事
、

ニ
ュ
ー

ス
を
募
集
し
ま
す

。

文
字
数
は
2
0
0
5

4
0
0
字
以
内

。
住
所

、

氏
名 、
年
齢
を
お
審
き
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す

が
、．

盛
名
で
も
構
い
ま
せ
ん

。
投
稿
方
法
は
郵
送

ま
た
は
フ
ァ

ク
ス

、

電
子
メ
ー

ル
で

、

期
間
は
日

月
初
日
（
土）
ま
で

。
採
否
は
紙
上
掲
載
を
も
っ、

て
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

宛
先
は
郵
便
番
号
9
4
3
・
8
5
8
5

、

上
鵡

書
官
2
1

4
i

6 、
上
越
タ
イ
ム
ス

社編
集

局
「
ひ
ろ
ば
欄」
係
（
フ
ァ

ク
ス
0
2
5
・
5
2

5
・

6
6
0
3 、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
巴
go
m

s〕0
2m
F
ロ0・〕
沼）
で
す

。

弘

安塚
保
育
園
（
羽

深京
子一
い
姿
に
「
元
気
が
も
ら
え

園
長）
と
の
交
流
会
と一
る」
と
笑
顔
で
大
き
な
拍

ジ
ョ

ーク
障
さ
ん
に
よ
る一
手
を
送
り

、

一
緒
に
「
と

マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー

を
開
き一
ん
ぼ
の
め
が
ね」
を
合
唱

ま
し
た o

t

一
し
ま
し
た

。

今
年
で
7
回
目
で

、

安一

そ
の
後

、

ジ
ョ
ー

ク
峰

塚
保
湾
関
の
園
児
問
人
が一
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ

ク

来
所
し
て

、

元
気
い
っ

ぱ一
シ
ョ
ー

を
園
児
と
共
に
鑑

い
に
「
か
ぼ
ち
ゃ

チ
ャ一

賞
し
ま
し
た

。
自
の
前
で

チ
ヤ
チ
ャ」

な
ど
の
歌
や一
繰
り
広
げ
ら
れ
る
さ
ま
ざ

踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
ま一
ま
な
マ
ジ
ッ

ク
に

、
園
児

し
た

。
1
0
0
人
の
入
居一
た
ち
は
歓
滞
を
土
げ 、
体

者
さ
ん
は 、
そ
の
愛
ら
し一
を
乗
り
出
し
て
見
入
っ

て

い
ま
し
た

。

ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の「
人

上越高3年2組

デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー

が
必

要
に
な
っ

た
。

自
分
が
ど

ん
な
情
報
を
拡
散
す
る
傾

向
が
あ
る
か
知
っ

て
ほ
し

い」
と
語
り
掛
け
た

。

上
越
高
国
語
科
の
松
樺

秀
明

教諭
は
「
世
代
が
近

い
先
生
に
教
わ
り

、
生
徒

は
身
近
な
問
題
と
捉
え
て

く
れ
た」
と
話
し
た

。
利

根
川
さ
ん

は
「
生
徒
が
楽

し
ん
で
く
れ
て
良
か
っ

た
。

あ
ら
た
め
て
先
生
に

な
り
た
い
…気
持
ち
が
高

ま
っ

た」
と
授
業
を
振
り

返
っ

た
。

体
浮
遊」
で
は

、

横
尾
揚

愛
（
は
る
あ）
ち
ゃ

ん
の

体
が
椅
子一
つ
に
支
え
ら

れ
、

まっ
す
ぐ
宙
に
潔
い

た
時
は

、

園
児
や
入
居
者

さ
ん
か
ら
心
配
と
驚
き
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
が

、

無
事
に
元
の
姿
勢
に
戻
る

と
、

み
ん
な
で
安
ど
し

、

大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ

り
ま
し
た

。
今
年
も
幸
せ

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

だ
け
た
と
思
っ

て
い
ま
す

。

（
施
設
長
・

太
田
雅
俊）

味

す

結

成

因湿
引
引

叡

噂

家
精
神

岨ヘ，h

摺栂

開鞠

お圏りで＇＇ありませんか
庄思:m i

まずはご栂滋ください。

障曹関
i標額溜1醸閤

本
局
品
牢Mf

と

ま

と

け

る

受

ま

き

紛
失
ご
み

割
引

園児のかわいらしい遊戯

いつでも、ごこでも地域のニュースが読める

ニュー対イ i～タイムス
詳しくは上越タイムス社ホームページf新着情報j
http:/ /goo.gl/bykGpa 
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性
部
会

校
友
会
女
性
部
会
第
五
回
講
演
会

「
鴎
る
仕
組
み

j

雅
楽
は
小
宇
宙
j
」

講
師

小
島

昨
年
十一
月
九
日、
高
田
高
校
会
議

室
で
講
演
会
を
行
い
ま
し
た。
新
潟
県

の
公
立
小
学
校
教
員
で
あ
る
小
島
様

は、
ア
メ
リ
カ
の
ヒュ
ー
ス
ト
ン
で
行
わ
れ

た「
宇
宙
を
教
育
に
利
用
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
S
E
E
C）」
に
J
A
X
A

（
宇
宙
航
空
開
発
研
究
機
構）
か
ら
派

遣
さ
れ、
各
国
の
教
育
関
係
者
を
対
象

に
行っ
た
授
業
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

寺ナし
れ～。

当
日
は、
和
楽
器「
笠」
を
ス
トロ
ー
で

作っ
た
り
吹
い
た
り
し
て、
雅
楽
の
基
本

五
音
階
が、
壮
大
な
宇
宙
や
星
の
あ
り

様
と
重
な
る
と
い
う
優
美
な
感
覚
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

他
に、
N
A
S
A
で
の
活
動
の
写
真

や
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
ショ
ン
か
ら
見
た
地

球
の
映
像
等
も
見
せ
てい
た
だ
き、
参
加

者一
同
大
興
奮
で
し
た。

高
高
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
もつ
な
が

る
も
の
と
思い
ま
す。保

坂
実
千
代（
高
幻）

章
子
様
（
吉岡
羽
）
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崎国wm刷咽向明軒鋤創刊口四
Z争 イヌ

タイムスケジュール

E宇

E軍関 実施内寄・ブラネ脅リウム醤組

10:00 開館

10:30～11:30 轡の!I!笹／今日は＊；韓日／よもやま学園天叉部

12:00～13:00 容の星座／今日I.I.＊細目／蜜の旅・也界編・

13:30～14:30 替の嬰I!!／今日1.；＊錨包／まほうっbもいJリィ

句s:oo～15:30 合日替わり合宇宙に夢申！ミニ挑If

15:40～16:40 替の!fta!／今日I.I.＊縄目／患の旅ー也界Iii-

15:40～17:30 認遠鏡作能Eまだ1.ia置書織の使い汚i耳密
1900場～ 夜間観窓会〈建道線での天保服務〉

22:00 鴎mt （ら16』革、 , 7 a奇閉館で菅）マスヨット4＇ャラクタ ー

”くむりん”
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会合会同一』作合会合合作fr 合公合会合会会合合合合合合会会合会合公合ず守合会会合会合合会合会公合会合会＊＊＊合会合合
合 ジャクサ 合

会］AXA （宇宙航空研究開発機構） E曹曹関哩珊・ 2
・・E雇通iUC・‘5"..:li!ll- 会

ヨズミヲタカレッジ恒星のふるさと館・2盟理・i
<5/4 13:00～15:00 30人限定＞ : 

ゥ なんと、日本の航空宇宙開発を研究しているJ AXA協力によるコズミックカレッジを星のふるさと館で開催し : 
会ます。講師は、ハ ヤブサ2の研究にも かかわったJ AX A宇宙科学研究所の 清水幸夫様に来ていただきます。 女

簡単な「空力翼艇（くうりきよくてい） Jを作って、空を飛ぶ仕組みなどについて学びます。 t 
会 ・ 参加希望者は、星のふるさと館へ電話でお申し込みください。 →．．．．．．合

＿...........’ 

『司司司会
・ 小学4年生以上中学3年生までが対象です。 句

、 r- －－』’I

込
空力翼艇 �l!

食会会合す会合会会会食合会会合合合合会合会食会会合交交合合会会合合交交it合会合合会合会合会会合合会合合合合合会

ιH

Ahh

ムh

AH

a門的
合

公安食会合や会合合会会合会合会会合公<:r合合食会合

jζζでしか闘砂劇、JはAの除なしj
� <5/4 12:30～ 13:00> � 

ミ J AXA宇宙科学研究所の清水幸夫 : 
会さんから、ワクワク、どきどきの話が閉 会
会けるビッグチャンス。 会

食

会 ・ 参加費無料、申し込み不要。 会
を ・ どなたでも参加できます。 食

会

合人 介入 L 合人 合を 令ヤ 合＂＊合fr公食食合

望遠績を作って、交を見ょう
く4/27 ・ 4/29 ・ 5/1 ・ 5/3 ・ 5/5 15:40～17:30 1日10組限定＞

望遠鏡を自分で作ります。天気が良ければ、作った望遠鏡で天体
観測をします。
－材料費3, 0 0 0円
－参加希望者は、星のふるさと館へ電話でお申し込みください 0

・小学3年生以下は、保護者と一緒に参加してください。

望遠鏡繊いζなそう
<4/28 ・ 4/30 ・ 5/2 ・ 5/4 ・ 5/6 15:40～17:30>

回日官四
位五脳
田語読

上越清里星のふるさと館
干上越市清里区青柳3436-2
8025-528- 7227 
http://www.ten 『non, rne.ed.jp/ 

Mail: tenmon@jorne.or jp 

「望遠鏡はあるけど、使い方がわからないjそんな声にお応えしま
す。ご自分の望遠鏡をお持ちいただいても結構です。
－参加無料
・申し込み不要。どなたでも参加できます。

合

宇宙に夢中lミユ欝塵大日替わり大
月日 日替わりテーマ（15:00～15:30) 

4/27 Mission to Ryugu～はやぶさ2～

4/28 古代の万能コンビュ ー タ～ 日時計 ～

4/29 星めぐりコ ー ラス

4/30 宇宙人を探せ！

5/1 実験おじさん暗闇でドッキリ！

5/2 過去から未来へ ～天文現象を巡る時間旅行～

5/3 星空がもっと楽しくなる星座の話

5/4 NASAちビ
、

ックリ！鳴る仕組み雅楽は小宇宙

5/5 魅惑の天体Show～ 日食のあれこれ～

5/6 男える？男えない？ブラックホ ール、白、 且 且 畠 且 . .

4 ι、4 " 1,- ,-.I w ),l w .－ユ u 

宇宙に夢中な星空案内人たち（館職員）が、
毎日違うテ ｝マで、とっておきのお話をします。

その他にも、プラネタリウムの星空をパックに
したコ｝ラス（4/29）や、真っ暗なプラネタリウ
ム室ならではの実験（5/1）も必見です。

5/4は、今年の2月にNASA （アメリカ航空宇
宙局）で開かれたワ ｝クショップに、日本代表と
して派遣された小島章子さんによる音と宇宙
についての講座も開催します。

どれもこれも、おススメで、きっと皆さんも
宇宙に夢中になってしまいますよ 0

・ 参加無料、申し込み不要。
ッ ・ どなたでも参加できます。

fr 台合合台v
� 砂喝

」会公食τ
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